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【雑学】町田の境界を巡る３－１．（鶴川駅から唐木田駅まで） 

 鶴川地区は町田市の北東部に位置し、川崎市麻生区と多摩市に接している。都県境と市

境は複雑に屈曲（地図参照）、住宅街が町田と川崎に分断されている場所もあるが、基本的

には分水嶺を境としているようだ。その分水嶺は一部、町田、川崎、多摩の各市により整

備され遊歩道となっ

ている。そこからは

丹沢や富士山を遠望

し、且つ市街地や谷

戸を眼下に眺められ

る。前回は東急田園

都市線のすずかけ台

駅から小田急小田原

線鶴川駅まで町田市

南部の横浜市と川崎

市の境界を歩いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 2 月 18 日（金）、日中は 18 度まで気温上昇との予想、歩行中の着衣の選択に苦労するが、

今回の参加者も、おおよそ 40 名、A 班、B 班の２班に分かれて１５分間を空けて出発する。 

本来ならば、町田市と川崎市麻生区の境界は能ヶ谷五丁目のイトーピア柿生団地や商船

唐木田駅 

A

多摩市 

町田市 

東京国際 GC 

国士舘大学 

多摩キャンパス 

今回は鶴川駅前の和光大学ポプリホール鶴川前に集

合して鶴川台尾根道、旧布田道、多摩のよこやま道を辿

り、唐木田へ向うウオーキングである。一枚目の地図は

左上に向って境界があり、○A で二枚目に繋がり、左へ

向って境界がある。国士舘大学までが午前中のコース

だ。 

国士館大学の学食で昼食とする予定である。 
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三井柿生総合グランドと片平三・四丁目に

あるが、今回のウオーキングはそこをパス

し真光寺川に沿って進む。神蔵さん宅の横、

能ヶ谷神社下より階段を上り、能ヶ谷神社

へ向う。鶴川駅前には、香山園庭園・美術

館（神蔵家・小田急線開業時に鶴川駅が出

来た元とも言われているほどお灸の人気場

所）があるが、現在休園中で、町田市に移

譲し形を変えて開園の予定だそうだ。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 《能ヶ谷神社》町田市能ヶ谷 6-20-1 

 元は東照宮と呼ばれ、江戸時代の正保年間

（1644～1647）に創建された。大正 2 年、能

ヶ谷地域の 4 社（住吉、天照大神､神明、表谷）

が合祀され、翌 3 年、社名を能ヶ谷神社とし

た。平成 20 年師走の社殿焼失により、現社殿

は平成 22 年、鉄筋コンクリートで再建された。 

 （町田市 鶴川地区 神社めぐりより） 

神社の南は千都の杜、北は平和台、西は鶴

川団地等の住宅地に囲まれている場所。 

 鶴川団地方面を見て、右のこんもりした

森の手前が「旧白州次郎邸（武相荘）」で

すよとガイドさんの説明有り。今回は尾根

道を行く為、立ち寄りません。 

 能ヶ谷神社より鶴川第二小学校（2015

年 NHK 合唱コンクール全国大会の銀賞

受賞校）を脇に見て、鶴川平和台住宅を通

過する。 

和光大学ポプリホール鶴川 

上総掘り井戸の総本家神蔵さん 能ヶ谷神社（能ヶ谷の氏神） 

能ヶ谷神社境内より鶴川団地方面を望む 

武相荘か？ 

鶴川平和台住宅入口 
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 JR 東海所有の広い土地（旧日本政策投資銀行の運動施設）に到達する。 

 現在、スポーツ施設は閉鎖され、グラウンド内のあちこちでボーリング調査が行われて

いる。この真下をリニア新幹線（中央新幹線）が通り、通気口と緊急脱出口を作るそうだ。  

品川を基点として最初に橋本駅を作るのでここの地下を通るのかな、リニアなんて他人事

に思っていたが意外と身近な場所を通るものだ。 

市境界の真上の道路は細いが舗装されており、神

明社や川崎フロンターレのグラウンドの先までは人

家もあり車の通行も可能である。町田市と川崎市の

境界上の道路のため両サイドのマンホールのデザイ

ンが異なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

町田市能ヶ谷七丁目＆川崎市麻生区片平所在 

町田市の下水マンホールデザイン 川崎市の下水マンホールデザイン 

車通行可能な境界上道路 
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以前、神明社に来たときは広袴より息を切らしながら上ってきたが、今回は裏口・尾根

道より僅かだが下りである。フロンターレのグラウンドを見下ろす先は、いよいよ鶴川台

尾根緑道となり人道専用となる。緑道を行くと右手に桐光学園の小学校が現れる。 

 緑道の左手、町田側は真光寺の住宅街であるが、右手の川崎側は栗木二丁目のマイコン

シティ栗木地区と名付けられた工場群が身近に見える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一路、林の中を木の根っこに気をつけなが

ら黙々と歩く。地図を見ないで先導に従って

歩いているので方向感覚が狂ってしまうが、

先には富士山の頭が見え隠れするので西に向

っているのがわかる。尾根の下に公園らしき

ものが見えたが、ここが真光寺公園であった。 

 ここもまた、緑道から下った裏口入園であ

る。この公園は南に面した日当たりの良い芝

生の公園である。芝生を下り、やっとトイレ

休憩と、水分補給及び気温の上昇による着衣

の調整である。歩いている間は暑いが、東屋などの日陰で休憩中はやはりまだ肌寒い。 

 一息ついた後、高層マンションを左手に見ながら、鶴川街道を横断して、霊園（町田い

ずみ浄苑）の先にある階段を上って近藤勇や、土方歳三等が日野より小野路まで通ったと

桐光学園小学校の校舎 

階段の下は真光寺住宅街 

 

あさお多摩沿線コース２の緑道 

ゴルフ場のような真光寺公園 
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言う旧布田道に入る。左手下にはいずみ浄苑や東京多摩霊園などの墓地が続く。河津桜な

どが植えられ満開で美しかったが、行政の区界にはごみ処理場、下水道処理場、霊園、産

業廃棄物処理業等の住居近辺では嫌われる施設が多いようだ。J パワーの変電所内に町田と

川崎の境界が走っている為、我々はそこを通れないため、通過した塀の外は川崎市である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 変電所の裏道より先は境界上の道がない。

小野路給水所脇のアスファルトで舗装され

た一般道を汗をかきながら黙々と進む。 

おやまた、霊園が現れたと思ったら、尾

根道より見下ろす形で、立派な東光寺の巨

大な観音像が立っている。9 時にポプリホ

ール前を出発して、すでに 13時で、のどは

渇き、腹ペコである。何とか国士舘大学体

育学部の西門に到着、入門する。 

 多摩キャンパスの西門やグラウンドは町

田市であるが、正門・本部や建物は多摩市側

にある。国士舘大学を訪問したのは、ここの

学食を利用して昼食タイムとするためであ

る。西門より各種の競技場脇を通り、小さな

トンネルを潜ると校舎が現れる。学食は正門

前の学生ホールの一階にある。食券の券売機

があり、食堂は一度に 500人は入れるような

広いホールとなっている。何を食べようかな

と思いながらカツ丼のボタンを押す。400円

ナリでカツ丼、味噌汁、漬物付きで安くて、ボリュームたっぷり、味は？であった。  

 国士舘大学の学生は右系といわれた時期があり、鶴川キャンパス（現・町田キャンパス）

の学ラン着用の学生が鶴川駅のホームで、先輩を見送るときに直立不動で「オッス！」と

大声で送る風景がよく見られたが、今では見られず国士舘大学の学生は紳士となったよう

近藤・土方も歩いたという布田道 Jパワー西東京変電所の裏道より 

東光寺の観音像 

国士舘大学多摩キャンパス西門 
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だ。国士舘大学多摩キャンパスの正門は尾根幹線道路に面している。正門を入ったすぐ左

手には建学の基本理念「誠意・勤労・見識・気魄」を刻んだ石碑が建立されている。 

昼食をご馳走になった我々は午後のコース

に出発となるが、唐木田方面は正門を出て西だ

がリーダーは東へ進む。何故？と思っていたら

大学隣の美多加堂ビル（菓子問屋）手前を右に

入る。大学の裏手に出ると、多摩よこやま道が

始まる。この裏手が川崎市、多摩市、町田市の

3 市境界となるのだ。この道を西に向うと目的

地か？西門より通った小さなトンネルの上を

通過しながら大学のグラウンド見下ろしてい

る。多摩よこやま道はキャンパス内を横断していた。 

これからは町田市と多摩市の境界となり、

道ナリに進んでゆくと、幹線道路の鎌倉街

道（府中町田線）にぶつかる。今まで静か

な道を歩いてきたのに、車の騒音が激しい。

多摩ニュータウン卸売市場が、ほど近い鎌

倉街道の上を通る一般道の陸橋を横断して

南野方面へ向う。陸橋を渡った先には古来、

多くの戦の為、大軍勢が通った長い谷とい

うテーマの鎌倉古道の解説板がある。 

一般道からまた左手の多摩よこやま道へと入

る。南側の町田市小野路は、まだまだ自然が多

く残っているが、北側の多摩市南野は境界線ギ

リギリまで開発し尽くされている。境界の山を

削って石垣を作ってあり目の下まで建物がある。 

今日のウオーキングはまだまだ続くのだが、

この続きは３－２として、次回の報告とする。 

記：小林尚道 

三市境界の標識 

鎌倉街道（陸橋より町田方面を望む） 


